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 議会運営委員会行政視察 平成３０年１０月９日(火)～１０日

(水) 

視 察 先 

及び 

視察事項 

・平成 30 年 10 月９日（火） 

埼玉県所沢市議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平成 30 年 10 月 10 日（水） 

 埼玉県新座市議会 

１ 議会報告会について（実施状況、課題

とその対策） 

２ ワールドカフェ「みみ丸カフェ」につ

いて（実施状況、課題とその対策） 

３ 議会評価について（実施状況、課題と

その対策） 

４ 専門的知見の活用について（実施状

況、課題とその対策） 

５ 議会施設について（議場・委員会室・

会派控室など諸室及び設備等の視察含） 

 

 

１ 新庁舎議会施設について（議会施設の

視察含） 

（１）施設の計画、設計に当たっての市議

会の関わり方（要望等） 

（２）施設整備の基本方針・設計方針 

（３）各施設（諸室）の概要（面積・設

備） 



所沢市議会視察 

１ 議会報告会について（実施状況、課題とその対策） 

（１）平成２２年度から年４回開催（５月と１１月に各２会場）今年度で９年目となった 

（２）現在抱えている問題や予算等の情報共有や住民自治の成熟の観点から議会報告会は

る。住民が「参加しやすい」「意見が出しやすい」テーマ設定や場づくりがその都

度必要となってくるのではないかと考える 

（３）意見交換テーマを定めている（例 所沢市の魅力や自慢できる物、更に魅力あるま

ちにしていくためにはどうしたらいいか等）多くの建設的な意見がでるようである

が、それを実行や実現をどのようにしていくかが課題であると思う。   

  

２ ワールドカフェ「みみ丸カフェ」について 

平成 28 年に続き 2回目となる今回の「みみ丸カフェ」では、市内の高校や短期大学、

大学に通う学生の方々や無作為抽出による市民の方々の合計 47 人と、広聴広報委員 10

人が参加しました。ワールドカフェスタイル･･･会議の一形式で、テーマについてまず数

人で話し合いを行った後、テーブルホスト以外の参加者は他のテーブルへ移動し、ホス

トから前の話し合いの要点を聞いた上でさらに話し合いを行うといったことを何回か繰

り返し、最後に全体でまとめを行う方法 

 

３ 議会評価について（考え方と課題・対策） 

（１）地方分権の時代となった現在議会においてもその機能の強化や活動の明確化 

可視化に向けた改革が強く求められ議会がどのように住民ニーズを把握し応えられ 

るか明確にしながら改善に取り組む必要がある。このことから議会として現在行って

いる議会活動について毎年度自己評価を実施している。 

（２）議会で実施した事業のうち数事業を選びそれぞれの事業を評価している 

（３）議会運営委員会では対内的事項の評価を行っている 

（４）課題として、議会内部で市民の目線となる評価ができるのか今後の課題と考える 

４ 専門的知見の活用について（実施状況、課題とその対策） 

（１）地方自治法第１００条の２において議会が議案の審査や行政に関する調査のために

必要な内容の調査を学識経験者を有する者等にさせることができる旨が規定されてお

りこれに基づいて調査を行っている。 

（２）委託内容 

ア 所沢の農業に関する県（明治学院大学経済学部） 

イ 議会基本条例制定に関する件（法政大学法学部） 

ウ 所沢市の都市計画における道路網に関する件（東京都市大学工学部） 

（３）メリット 

専門知識のある学識経験者等に依頼することは結果的に市民益に繋がると思う。 



 

５ 議会施設について 

傍聴席が急で議員席の後部座席が見えない状況であったので市民との一体感に欠け

ると感じた。 

新座市議会視察 

１ 新庁舎議会施設について（施設の計画、設計に当たっての市議会の関わり方（要

望等） 

市議会では「市庁舎耐震化整備に関する特別委員会」及び「新庁舎建設検討特別委

員会」を設置し、議会フロアを中心に新庁舎建設の設計に向けた意見要望を行った。 

 ２ 施設の基本方針・設計方針(主なもの) 

（１） 新たに質問席を設けた。 

（２） 電子投票システムの導入や議会フロアのＷＩ－ＦＩ整備、議員へのＬＡＮ配線整 

備他モニター、スクリーン等の設置をした。 

（３）新議場の延床面積は３６０㎡（旧議場も同様）で対面方式を採用し演題と正対し

て新たに質問席を設けた等 

 （４）新たに親子傍聴席を設けた。 

（５）全員協議会室のほかに委員会室を３室設け、全員協議会室と第一委員会室との壁    

 は可動間仕切りを採用し、会議の規模に応じて必要な面積を確保した。 

（６）「議員控室」から「議員室」に変更した（各議員ごと机が配置され非常に良い） 

  感じた。 

 （７）市民利用にも配慮しホワイエに面したオープンな空間に図書コーナーとして設置 

 した。 

 ３ 議場システムについて 

 （１）導入経費 議場 33,183,802 円 維持管理経費 2,700,000 円 

 （２）１５０インチ電動昇降スクリーン ＰＣを接続したプロジェクターの映像を表示 

 するスクリーンを設置した（電動昇降式）他 

所管 

１所沢市議会（議会報告会について） 

 ２０代から４０才代までの市民の中から無作為抽出による選出による話し合いは市議

会を身近に感じてもらうための手法としては大いに参考になった。特に結論をださない

話し合いであるから日頃思っていることを何でも出しそのなかから可能性を再発見する

ことができると参考になりました。 

 ２新座市（新庁舎における議会施設、設備等について） 

  多くの事が参考になりましたが、その中でも「議員控室」から「議員室」に変更した

ことは、一議員として執務をする環境整備が大事であること改めて感じました。 

 



 

平成３０年１０月２４日 

松本市議会議長 上條 俊道 様 

議会運営委員会委員  村上幸雄 

 


